
由利本荘市総合計画（原案）へのパブリックコメントの結果について 

 

○実施期間：令和７年１０月１５日（水）～１１月４日（火） 

○意見および提案者数：２人 

○意見および提案件数：２件 

 

Ｎｏ 項目またはページ数 意見の内容 意見等に対する本市の考え方 

１ 

 

・第 3章基本計画 

・基本政策3 

社会基盤・暮らし政策 

 (1)社会基盤 

 

 

現行の基本計画で設定されていた「都市計画道路整

備率（％）」が、総合計画（案）から削除されている点

を懸念します。 

 市民が道路整備の進捗を把握できるよう、引き続き

定量的な指標の設定を希望します。 

 また、本荘市街地および北部地区では南北方向の幹

線整備が進む一方、東西方向の連絡道路が少なく、交

通量が多く渋滞や危険を感じる場面があります。 

通学や通勤時の安全確保、防災や生活利便性向上のた

めにも、北部地区の幹線道路整備を優先的に推進して

いただきたいと考えます。 

都市計画道路は、「都市の健全な発展と秩序あ

る市街地の形成を図るため整備すべき道路」とし

て、その位置を都市計画において決定しており、

整備率は令和６年度末時点で６９．５％となってお

ります。 

 都市計画道路の整備には多くの時間と多額の

事業費が必要となるため、これまで財政状況等を

総合的に検討しながら計画的に整備を実施してい

たところでありますが、次期総合計画の期間中

は、総合的に勘案して、都市計画道路の整備は

困難でありますので、定量的な指標となる「都市

計画道路整備率」を記載しておりません。 

 しかしながら、本荘市街地北部地区の都市計画

道路の整備は、道路ネットワーク形成の観点から

も東西の交通軸として非常に重要な路線であると

認識しており、市としましても優先的に整備すべき

路線として位置づけているところであります。 

今後も他事業と調整を図りながら、事業実施の

可能性について引き続き検討してまいります。 

２ 

 

・第3章基本計画 

・基本政策4 

医療・福祉政策 

 (1)保健・医療 

 

 

コロナ中に死亡案件もあった予防接種事業をなんら

検証することもなく推し進めるのはいかがなものかと

考えます。 

コロナ前の年齢別死亡データ、予防接種受けた人、

受けなかった人の死亡データなど公表するべきである

と思います。 

ほぼ強制的に受けさせることを由利本荘市では進め

ていたと認識しております。 

広報やわたしたちの支払う税金でやっている事業で

ありますから 市民に共有したうえで判断を任せるの

でなければ予防接種ハラスメントではないかと感じま

す。 

 

新型コロナウイルスの世界的な流行時には、感

染症への不安が広がり、対策として開発されたワ

クチンについても、安全性・有効性が認められて

いたものの、これまでにない大規模接種となった

ため、接種を迷われた方も多くいらっしゃったと認

識しています。 

新型コロナワクチンは、感染拡大という緊急事

態に対応するため、令和5年度までは特例臨時接

種として、令和 6 年度からは定期予防接種として

実施しており、希望される方がご本人の同意に基

づき接種できる仕組みです。新型コロナワクチン

以外の定期予防接種についても同様に、ご本人

または保護者の同意の上で行われています。 

年齢別・死因別の死亡数等は、人口動態統計

により毎年公表されていますが、予防接種歴の有

無による死亡データはありません。一方で、新型

コロナワクチンを含む各種予防接種後に副反応

が疑われる症状や、死亡・重篤な症状・後遺症の

可能性がある場合には、副反応疑い報告制度に

より国が情報を収集し、厚生労働省の審議会で有

効性や安全性の評価が行われ、その結果は公表

されています。 

市では、今後も接種を検討される方や保護者の

皆様が判断に必要となる正確な情報を分かりや

すく発信し、主体的な選択を支援してまいります。

また、総合計画においても「適切な情報提供」の

内容を具体化し、生活習慣病予防に関する知識

や予防接種の有効性・安全性及び副反応、その

他最新の知見等の情報提供を行うことを明記しま

した。 

 ※「意見の内容」は、主旨を損なわない範囲でいただいた意見を要約しています。 


